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特定非営利活動法人 
国分寺市にふるさとをつくる会 

理事長 白木 昭憲 
〒185-0024 東京都国分寺市泉町２-６-２-４０４ 
℡：090-6034-4616  fax：042-324-2125 
E-mail:shiraki@way.ocn.ne.jp 

特定非営利活動法人国分寺市にふるさとをつくる会 

特定非営利活動促進法及び定款に基づき社員総会を７月１２日開催、 

令和３年度事業計画を決定しました。主幹事業は次の通りです。 

・小学校児童(１～３年生)対象の自然体験 

学習「森の自然塾」の開催 

・小学校総合学習・校外学習の支援 

（プログラム企画・講師派遣） 

・東京都環境局「里山へ GO!」協働事業 

参加(プログラム企画・講師派遣) 

・自然体験活動推進協議会「自然体験活 

動指導者養成・演習」の受入れ 

・歴史・自然観察行事の開催など 
令和３年度事業計画について 

理事長 白木昭憲 

令和２年度の事業報告 

 ２年度は、創立者前島征武氏が設立

され１８年、子ども達対象の自然体験

学習プログラム・支援活動が大きく評

価されました。 

・東京学芸大学「環境教育実践フォー

ラム」「環境教育学研究」で取り上げ

て頂きました。 

・日本を代表する株式会社日立製作所

中央研究所様がCSR活動の一環とし

てご支援頂く事になりました。 

お陰様で、事業・運営基盤が安定・強

化されました。 

令和３年度事業計画 

① 主幹事業といたします、子ども達対

象の「自然体験学習支援」を、 

・指導者の更なるレベルアップ、 

・国分寺市との連携によりスタッフ

を確保、体制の充実を図ります。 

② 東京学芸大学を中心とする「地域社

会の持続性と多様な取組み・活動や

人々を結びつける、プラットホーム

構築」への事業に参画致します。 

③ CONE と連携し、指導者を目指す

人の「演習コース」受入を行います。 

④ ふるさとをつくる会及び関連団体

は、「安全・安心の街づくり」への

役割を果たすべく組織一丸となっ

て邁進致します。  

 

国分寺市にふるさとをつくる会 

２３３号    令和３年８月１日発行 

令和３年度 

国分寺市にふるさとをつくる会役員 

理 事 長 白木 昭憲 

副理事長 岡本 浜夫 

副理事長 近藤 洋 

理  事 加藤 昌代 

理  事 鹿島 義之 

理  事 荒川 隆二 

理  事 酒井 宏幸 

監  事 村山 淳彦 

監  事 大野 政智 

●日吉町町内会            会長 鹿島 義之 

 ・町内パトロールの実施(毎週水・土曜日)：通学路、高齢者見守り 

 ・防犯啓発チラシ(小金井警察署版) 

の配布(年/6 回) 

 ・地域の防犯・防災イベントに参加 

し連携を構築する。 

 

●防災推進の街づくり仲間の会      

代表 荒川 隆二 

 ・井戸端会議の開催(国分寺市室内プール前) 

 ・防災講演会・学習会・訓練の開催 

 ・地域(国分寺市・小学校・防災活動団体)の防災訓練共催・支援 

 

●多摩に歩く会            代表 酒井 宏幸 

 ・イベント開催(現状では、行先予定) 

① 東村山歴史さんぽみち(徳蔵寺・正福寺コース) 

② 東久留米 都内随一の湧水・落合川散策 

③ 新緑の玉川上水と平櫛田中彫刻美術館見学 

 

●ふるさとの森自然観察会       代表 飯島 太平治 

・イベント開催(予定) 

① 東京都薬用植物園・・・・・・・・令和３年１０月 

② 小平霊園から東大和の水路を歩く・令和３年１１月 

③ 府中市郷土の森散策・・・・・・・令和４年３～４月 

 

●都市緑化を考える会         代表 上野 直彦 

 イベント中止中 

国分寺市にふるさとをつくる会関連団体 

 特定非営利活動法人国分寺市にふるさとをつくる会社員総会に引き

続き定時総会を開催、令和３年度主幹事業は次の通りです。 

虫メガネで真剣に観察！ 



 

８月行事予定 

8 月 1 日(日) 姿見の池ホタルの会 

   9:30 姿見の池：作業 

    2 日(月) 防災推進の街づくり仲間の会 

 ,      井戸端会議 

    9:30 室内プール前井戸 

8 日(日) 環境ひろば 

  10:00 国分寺市役所書庫棟 

10 日(火) 森の教室運営委員会 

9:30 恋ヶ窪公民館 

12 日(木) ふるさとをつくる会合同幹部会議 

    14:00 恋ヶ窪公民館 

15 日(日) 森の自然塾 

中 止                                        

21 日(土) 日吉町町内会定例会 

     13:30 日吉フードセンター  

22 日(日) 防災推進の街づくり仲間の会  

14:00 恋ヶ窪公民館 

22 日(日) 姿見の池ホタルの会 

9:30：作業 姿見の池 

14:00：会議 恋ヶ窪公民館 

31 日(火) 会報配布準備 

13:30 恋ヶ窪公民館  

(印刷は 13:00～) 

31 日(火) 多摩に歩く会 会議 

15:00 恋ヶ窪公民館 

     

懸念される姿見の池緑地保全地域のナラ枯れ！ 

 昨年夏頃からコナラやクヌギが枯れる「カシノナガキクイム

シ」による被害が拡大、東京都環境公社も対策に頭を悩まして 

いるようです。姿見の池緑地保全地域は、東京都環境公社と連

携し、独自に対策を進めていますが、被害が拡大しています。 

今年２月時点迄の被害樹木は、伐採 12 本、対策樹木 23 本、 

合計 35 本でしたが、要対策樹木は、69 本に拡大しました。  

 対策は、「カシナガブロック(噴霧処理剤)」噴霧処理と 

「トランク・ウインドウ・トラップ」の設置を行いましたが、

噴霧処理は効果が確認できました。カシナガブロックを用いて

の対策を１０本行いましたが枯れたのは１本だけでした。樹木

を覆い「カシノナガキクイムシ」の侵入・出を止める方法です。 

 この効果を参考に今夏は、「ストレッチフイルム」を樹木根

から２ｍまで全面覆う方法を 53 本行いました。拡大がストッ

プすることを願うばかりです。  (姿見の池 緑の会 白木昭憲) 

「払沢の滝へ」 

  多摩の自然を楽しく学ぶ会 冨村 隆子 

直前に４回目の緊急事態宣言 

が発出され、中止すべきか？ 

と迷いも有りました。 

しかし感染予防対策を考慮 

して練り直した計画であり、 

会員の殆どが少なくとも一回 

以上ワクチン接種済みである 

事から、7 月 13 日に檜原村 

「払沢の滝」行きを予定どお 

り実施しました。東京都で 

唯一“日本の滝百選”に選ばれている「払沢の滝」。秋川の源

流の奥地にある落差 62 メートル・全 4 段からなる滝です。 

バス停「払沢の滝入口」から約 1 ㎞。路の左側の深い谷か

ら聞こえてくる清流の音と、深い森の香りに包まれてゆっく

りと登ります。右手山側はキッコウハグマ・ヤマルリソウな

どが。湿潤な岩石には、ミツデウラボシ・コウヤコケシノブ

などの羊歯類や珍しい苔類が見られ、植物観察を楽しみなが

ら滝に到着しました。 

上の方は木々に覆われていて滝の全容は望めませんが、一番

下の 26 メートルの滝が注ぐ滝つぼは深い緑に輝いて荘厳で

神秘的。時を忘れて佇んでいたいと思わせます。 

鬱々としたコロナ禍の中、清々しいひと時でした。 
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